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１．授業の基本情報 

  本授業は大学院特別支援教育コース科目

であり，吉松靖文教授，冨田の２名で担当

した。登録学生数は３名で，全員現職大学

院生であった。 

   

２．授業評価・授業研究の内容 

 (1）問題と目的 

   本授業では，受講生の興味・関心に合

わせて資料を用意し，授業前に Moodle に

て配付し予習を促した上で，授業内では

協議を行うこととした。しかし，実践的

な内容と理論的な内容のバランスといっ

た授業構成について，また課題の設定方

法について，迷うことが多かった。そこ

で，教育企画室の「授業コンサルテーシ

ョン」を活用し，授業に関する受講生の

コメントを集めた上で，コンサルタント

と共同で授業改善を図ることとした。 

 (2) 方法 

    12 月上旬にコンサルタントと授業者が

面談し，授業者の考える問題点について

共有した。12 月下旬の対面授業時にコン

サルタントが教室に入り，授業者不在の

状態で，受講生から当該授業に対するコ

メントを聞き出した。１月上旬にコンサ

ルタントと授業者が事後面談を行い，共

同して授業の改善策を検討した。その後

授業者が受講生に対し，コメントへの対

応と改善策を伝えた。後期終了後の２月

上旬に，授業者が授業自己分析シートを

まとめた。 

 (3) 結果と考察 

① 受講生からのコメントについて 

     受講生から寄せられたコメントに

ついて，コンサルタントが全体コン

センサスを図った。その結果を表１

に示した。 

②  事後面談及びフィードバックにつ

いて 

     受講生のコメントを踏まえて，コ

ンサルタントと授業者が事後面談を

行った。その結果を表２に示した。 

      表１ 全体コンセンサスの結果 

主な回答 
回答
者数 

興味・関心のある内容について，
選択肢を示して聞いてほしい（範
囲が広すぎて答えづらい）。 

３名 

動画等を視聴したい。 ３名 
理論的な内容は必要であると思っ
ている。割合としては，理論：実
践が１：２か３：７程度が良い。 

３名 

授業で紹介される書籍が読みやす
い。 

３名 

理論的な内容の説明が，具体例が
交えてあり分かりやすい。 

３名 

論文講読について，選択肢を提示
するのではなく指定してほしい。 

１名 

Moodle コースにある論文につい
て，テーマやキーワードを載せて
ほしい。 

１名 

   

 表２ 授業の検討事項と改善策 
検討事項 改善策 

選択肢の提示 
(テーマ・事前
課題の論文) 

選択肢を与えすぎると，
受講生の自律的な学習が
促進されない。授業者の
趣旨を説明し，段階を踏
んで選択肢の提示数や方
法を工夫する。 

動画視聴 著作権や個人情報に配慮
し，閲覧可能な方法を検
討する。 

実践的な内容と
理論的な内容の
バランス 

バランスに配慮しなが
ら，具体例を添え実践に
つながるように理論的な
内容を取り扱う。 

論文講読 授業の中で，論文の読み
方や研究法のような内容
に触れた方が良い。 

     受講生に対しては，口頭でコメン

トへの対応と改善策を伝えた。受講

生からは，「最初は何を知りたいのか

も分からなかったが，後半になって

くると知りたいことがはっきりして

くる」「慣れるまでは，ある程度枠を

作って情報を与えてほしい」といっ

た意見が挙げられた。 

   ③ 取組を通して 

     今回のコンサルテーションを通し

て，授業構成や課題の出し方につい

て改善を図ることができた。また，

受講生が，学んだ内容が役に立つと

感じることで，学習に対する意欲や

主体性が増すということも体感でき

た。来年度以降，段階を踏んで学生

の自律的な学びを促すこと，なぜ学

ぶ必要があるのかを具体的に示すこ

とを心掛けていきたい。 


